
編　集　後　記

　岡山大学環境管理施設も，無機廃液部門の自営化後2年を経過し，有機廃液部門の本格的運転開

始3年を経過し，施設職員と利用者各位の協調よろしく順調にその目的を果してきたようです。こ

の間全国的に横の連絡を密にするための場として「国立大学廃液処理施設連絡会」が生まれ，施設

の質的変化を促す因子として重要なものと考えられます。私達の施設の運転が軌道に乗り始めた頃

から，その軌道に乗って，冷静に様々なことが，特に施設職員の目に見えるようになってきました。

その多くは，この3号の随所に見られるように克服すべき問題点のようです。今まで通り施設職員

と利用者の皆様が鋭意，事の解決e〈当ってほしく思います。

　末筆iとなりましたが，．この3号に寄稿いただいた先生方には，お忙しい中，誠にありがとうござ

いました6重ねてお礼申し上げます。なお本施設報は皆様方からの原稿を募集いたしておりますの

で，御意見・御希望・質問等お寄せ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s・s）

本施設に関する印刷物

●岡山大学特殊廃水処理施設年報　　　　　　　　　（昭和5ゴ年度）

●岡山大学環境管理施設有機廃液部門利用の手引き（昭和53年8月）

●岡山大学環境管理施設無機廃液部門利用の手引き　（昭和54年7月）

●岡大広報Na　37　　　　　　（1978．12．20）
●岡山大学環境管理施設丁丁1号　　　　　　　　　（昭和54年10月1日）

●岡山大学環境管理施設報第2号　　　　　　　　　（昭和55年7月1日）
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